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東証株式指標 (TokyoStock Price lndex)が出現した1980年代後半以降「トピックス」という表現
を目や耳にすることが増えたため、この同音異義語の影響で‘話題'を意味する「トピック」まで
も「トピック」よりも「トピックス」のほうが自然に聞こえるという類推作用が働いた可能性は
高い。
(3)インターネットおよび、Yahooなどのサーチエンジンの浸透
Yahooのホームページを見ると「トピックス」という見出しがある。 トピックの集まりに対する
この見出しは複数の「トピック」を表す。この Yahoo日本語版ホームページの「トピックス」は
? ??
Yahoo英語版ホームページの‘Topics'に対応・翻訳したものと思われるので同様のページ構成を
もっ日本語版で「トピックス」という表記を使うのはある意味自然な流れである。コンビューター
を頻繁に使う若年層における「トピックス」の定着はこの Yahooのホームページおよび、、その他
の検索サイトで‘話題の集合体'を表して使われる「トピックス」の意味・用法の拡張と考えるこ
とができる。
これら上記の要因は「トピックス」という語が定着するのに少なからず貢献しているとは思われ
るが、どれも強い要因とはいえず、またその因果関係もはっきりしていない。特に(2).(3)で挙げ
た要因はごく最近の事象である。前出の『広辞苑』の通時的比較が示すように、「トピックス」と
いう語はもっと以前に人々に使われていたと考えられ(2).(3)は「トピックス」が使われるように
なった後にその定着を促進した要因と見るべきであろう。
4 おわりに
本調査により、現代日本語で‘話題'を表す外来語の形態として「トピック」と「トピックスJ
両方が共存しており、本来それぞれの語が持つ属性である、単数・複数に関する使い分けは必ずし
もされていないことが判明した。この現象はインターネットでも新聞でも顕著に見られた。しかし、
参考書籍の見出しでは単数形の「トピック」のままである。つまり、実情では「トピック」・「ト
ピックス」が共存しているが、言語変化に慎重に対応する参考書籍では「トピック」という語形態
が維持されているということである。
これから先、「トピック」と「トピックスJの相関図がどのようになっていくのは現段階では傾
向は見て取れない。言語の変化は時間がかかるものであり、「ルーツ」のときのように圧倒的な影
響をもっ要因が無い限りは徐々に変遷を遂げるのであろう。
この調査では、コーパスを新聞という媒体にのみ絞り「トピック」・「トピックス」の混在につい
て、主に通時的アブローチを用いて指摘・検証を行った。しかし、研究対象となるコーパスを話し
言葉まで広げ社会学的なアプローチを取り入れることによって、この言語現象の実態についてさら
に多角的に考察することが可能になると思われる。
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